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び飼育水槽中に送気Lて十分な溶存酸素を保持した。ま  

た送水パイプを恒温槽中に過Lて水温を18～21℃に保っ  

た。飼育水槽の水温は毎E］，pH，残留塩素，DO，NH∴  

総硬度などは1～2週毎に測定し，飼育水の水質の悪化  

により試験が影響を受けることのないよう注意した。   

飼料は市販の養無用粉末飼料No．2Mを日量3gと  

して1［」2［口＝二分けて与え，故に残った餌や糞は毎日除  

去した。また，試験期間中4週‖毎に飼育中の魚をすべ  

て引き上げ，魚の平上壬〕体重を測定すると共に水槽を洗浄  

し，新しい試験水と交換した。   

試験水のCr（1rI）濃度を一定に保つために，高濃度の  

重クロム醸カリウム溶液を予め用意し，これと飼育水と  

を一定の割合で混合ゃせ，所定のCr（＼rl）濃度となるよ  

うに調整Lたマリオソトびんを用いた連続流下試験菜牒  

を作り，各水槽にU童40／を流し，換水率を1日4匡】］とL  

た。  

2，分析法   

各濃度群のヒメダカを1～2週間隔で雌雄各2尾とり  

だし，曝気した蒸留水【いで3時間放置したのちクロムの  

定量に供した。クロムの定量法はFig．1のフローシート  

に示した。  

3．柄理組織学的観察法   

各濃度群の小から4週間隔で任意に雌雄各3匹を採  

取L，10％フォルマリン固定とした。それJ）の魚はアル  

コール系列を経て脱水の後，パラフィン包埋とL，厚さ  

5〟の連続切情‾を作製してH．E染色を施L検鏡と写真  

撮彩に供した。  

Ⅰ 諸言  

従来，六価クロム（以下Cr（＼rl）とする）か天然水中  

に含まれてあるという報告はな〈，水小の微量クロムに  

関する研究は，工場廃水等の人為的な汚濁によるものと  

して捉えられており，基準値等もこの観点から設定され  

ているにすぎない。   

一方，自然現象として房総半島南部の嶺岡‖J系に分布  

する蛇紋岩地帯の湧水中にCr（＼rl）の溶出例が報告され  

ている1）2即 。この湧水を生活用水として利用していた住民  

がいることが明らかになった現在，水口」の微量の六佃ク  

ロムが生体に及ぼす影響を知ることは電要である。そこ  

で，本報ではCr（Vl）を含んだ水［いでヒメダカを飼育し，  

その間のクロム蓄積量の変化，体重の増i城ならひに病理  

組織学的変化について検討Lたので，その結果について  

報告する。  

ⅠⅠ実験方法  

l．飼育法   

ヒメダカは千葉県下の印旛沼の養魚場より入手L，循環ろ  

過水槽で実験開始まで2ヶ月間馴致飼育した健康な成熟  

個体を用いた。   

試験水のCr（Vl）濃度は，ヒメダカのCr（Vl）に対  

する48時間半数致死濃度や環境基準イ酎二基づいて5mg  

Cr／lと0．5mgCr／lとし，これに対照P二を設けた。飼育は  

水量101（縦29cmX横19cmX高さ24cm）のガラス水槽を用  

い，これにヒメダカを雌雄合せて50尾ずっ入れ，1濃度  

群につき2水槽を使い，合計10n尾で飼育を始めた。飼育  

水は水道水を活性炭槽に通したものを用い，貯水槽およ  
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Fig．2 ChangesinmeanbodyweightofKillifish   

2．クロムの蓄積濃度の変化   

試験期間中のクロムの蓄積濃度はFig．3のような推  

移を示した。すなわち両濃度群ともクロムの蓄積は飼育  

の納期におし、て急激な増加を示したが，ほほ’10過rl頃か  

ら緩慢になった。15週日におけるクロムの蓄積濃度（mg／  

kg）と水中濃度（mg／／）の比は，5mg／／濃度群で12：1，  

0．5mg／仁濃度計で31：1であった。この結果をカドミウ  

ムの場合ヰ）と比較してみると，魚椎や飼育条件は異なって  

いることを考慮しても，Fig．4に示した蓄積係数線の対  

比から，クロムの蓄積はカドミウムに較べて小さいもの  

と思われる。   
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Fig・1Flow sheet for determination of chromium  
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ⅠⅠⅠ結果および考察  

1．体重などの変化   

試験期間中の魚の体重の変化をFig．2に示す。0．5mg／  

／群の体重の増加1は対照群と比べて変わることがなく，  

試験開始時に0．27g程度あった平均体重は，15週間‖に  

は両群とも0．4gを越えるまで増加した。これに対し5  

mg／／群では体重増加の強い抑制がみられ，開始時に0．25  

gあった平均体車は試験期間小を過してほとんど変わる  

ことはなかった。また5mg／／群では試験を開始して4週  

日頃より体型，特に腹部が異常にやせ細り，「く」の字形  

に変形したまま遊泳して衰弱死する魚が‖立ったが，骨  

折や出血症を示すものはなかった。試験期問中このよう  

な症状を示して化亡した魚が5mg／／群では14仰体（♀  

4，含10）あった。ニれに対して0．5mg／仁群では12過11に  

1個体が死亡した以外にはH然死亡例はなく，対照群と  

同様に水槽中の魚体数の減少は蓄積量測定と病稗検索に  

供するために除去したものであった。  
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Fig．3 Variations ofchromium concentrationin  

K止1irish   

3．病理組識学的観察   

今回は0・5mg／／群および5mg／／群の15週目のものを対  

象にして軋 消化管，肝臓，生姉順の障害像について述  

べることにする。   

0．5mg／＝猟 5mg／／群ともに敗薄板の部分に充血と呼  

吸上皮の軽度の浮隠が認められる。消化管の体前ノブの領  

域におし、て，0．5mg／／群では粘膜下織の浮腫が著明化し，   
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以上の結果から，生体内に取り込まれたCr（ⅤⅠ）は一  

部肝臓に蓄積することはあっても，その多くが腎臓を経由  

して体外に排泄されることを示唆している。また，肝臓  

に与える障害は5mg／／15週前後では，その再生を阻害す  

るものではなし、二とを示している。  
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lV 要約  

魚の体重は0．5mg／／群と対照群では飼育日数の経過に  

従って増加したが，5mg／／群では体重増加の強い抑制が  

見られた。体重増加の抑制は消化管上皮の障害に基づく  

ことが推定された。   

クロムの蓄積は飼育の初期において急激な増加を示  

し，ほほ10週日頃から緩慢になった。   

休軸二取り込まれたCr（Vl）は一部肝臓に蓄積される  

か，その大部分は腎臓を経由して排泄される。肝臓に与  

える障害は5mg／／群においても，その再生を阻害するも  

のではない。  
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核上部に卯FIJ型の空砲が高頻度で出現するようになる。  

5mg／／群では，この粘膜下他の浮腫の他に，粘膜撃先端  

部の上皮の部分的な壊死およひ剥馳が観察される。5mg／  

／群では尿細管上皮の部分的な剥離，糸球体外菓の軽度  

の肥厚を伴う個体が増加する。生姉腺は0．5mg／／群では，  

雌雄ともに対照群のものと全く変るところがない。5mg／  

／の雄の個体におし、て造精能の部分的な低下，雌では形  

成過程の卵㈲胴如こ軽度の崩壊が観察された。   

今担】の実験から水中に溶在するCr（ⅤⅠ）が生体（魚）  

に経【：」的に摂取された場合，内臓諸器官に対する障害の  

程度はカドミウム5），銅中毒時6）7）のものよりも低い。Cr  

（Vl）中毒の際，問題となる消化管では5mg／／群におい  

て，ようやく15週目のものに，粘膜襲先端の上皮に軽度  

の壊死および半■朋莫下他の浮腫が認められたにすぎない。  

5mg／／群において体毛毒の増加が抑制される事実を考  

慮すると，上述の消化管組織のl毒害が栄養の吸収を阻害  

したことが考えられる。0．5mg／／，5mg／／の両群におし、て  

腎障害が比較的軽度に止まるのに反して，肝臓ではむし  

ろ強い。0．5mg／／群では15週日に肝細胞の核濃縮，空抱化  

が観察され，5mg／／の同時期のものにおいては細胞の染  

色性が塩基好性に傾く。この事実は0．5mg／／群において，  

15週目前後に肝細抱の障害が黄盛期に達し，5mg／／群で  

は破壊された肝細胞が再生したことを示している。Cr  

（Vl）の生殖順に対する影響は軽度である。  
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